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NASU, Mamoru, IWASAKI, Yutaka, TAKAOKA, Yukiko, KIM, Yuyeong and ISHIDA, Miyako : Effects of urban green 
spaces and activities in these spaces on residents' health-related QOL. 
Abstract : A questionnaire survey was conducted in residential areas within the Tokyo metropolitan area in order to 
understand the effects that urban greening and activities in the green spaces have on the health-related quality of life (QOL) 
of its residents. Based on the data gathered, structural equation modeling was used to construct a path model consisting of 
the concepts of "regional environment" that includes green spaces, "green space activities", and "health-related QOL". This 
path model indicated that 20% of the health-related QOL attributes were likely determined by regional environment and 
green space activities, and while the direct effects of these two were roughly equivalent, the regional environment appeared 
to exert an indirect effect through the activities conducted. These findings suggest that, in order to improve health-related 
QOL, it is important to study the activities that occur in green spaces in addition to the physical greening of the environment. 













































































Table 1 Studied area 
世田谷区 杉並区 江戸川区 台東区








クロスさせたセルに対して等配分した。2011 年 11 月 24 日






























2.3.2 緑と健康関連 QOL の関係性についての分析 
 調査を実施した 3 つの観測データ（観測変数）群である「緑
地・地区環境の評価」「利用行動によって認知された影響」
「健康関連 QOL の満足度」を対象に，次の手順で SEM を 
 
表-2 回答者の属性 
Table 2 Respondent attributes 
人数 比率 人数 比率
世田谷区 443 26.6% 会社員・公務員 726 43.6%
杉並区 438 26.3% 自営業・自由業 183 11.0%
江戸川区 423 25.4% 専業主婦 280 16.8%
台東区 363 21.8% パート・アルバイト 184 11.0%
男 839 50.3% 学生　 110 6.6%
女 828 49.7% その他 106 6.4%
20代 331 19.9% 無職 78 4.7%
30代 351 21.1% 一戸建て 579 34.7%






















の関係について SEM モデルを構築する 





























































Table 3 Evaluation of green space and regional environment 
水準(1-5) 平均値 標準偏差
E1 緑の量 少ない-多い 3.27 1.19
E2 樹木の量 少ない-多い 3.21 1.16
E3 2階を越える高木の量 少ない-多い 2.74 1.18
E4 草花の量 少ない-多い 2.94 1.14
E5 自然な緑や水辺の量 少ない-多い 2.46 1.22
E6 共用緑地 少ない-多い 3.33 1.12
E7 地域活動 少ない-多い 2.92 1.09
E8 緑地へのアクセス 不便-便利 3.77 0.99
E9 開放的眺望・空間の量 少ない-多い 3.04 1.12
E10 建物密度 高い-低い 2.51 1.01





Table 4 Perceived effects of green space activities 
水準(1-5) 平均値 標準偏差
B1 心が安らぐ、落ち着く 感じない-感じる 4.19 0.79
B2 景色が良い 感じない-感じる 3.95 0.93
B3 自然と触れあえる 感じない-感じる 3.55 1.08
B4 身体を動かせ健康に良い 感じない-感じる 3.58 1.04
B5 新たな発見や気づき 感じない-感じる 3.23 1.00
B6 仲間づくりや人との交流 感じない-感じる 2.66 1.05
B7 緑を育てる楽しみ・喜び 感じない-感じる 2.92 1.12




表-5 健康関連 QOL の満足度 
Table 5 Level of satisfaction with health-related QOL 
水準(1-5) 平均値 標準偏差
Q1 自分のからだの調子 満足していない-満足 3.39 1.09
Q2 自分の体力 満足していない-満足 3.02 1.12
Q3 自分のからだの動き 満足していない-満足 3.11 1.10
Q4 自分の精神的なゆとり 満足していない-満足 3.00 1.10
Q5 自分の意思決定 満足していない-満足 3.49 0.98
Q6 自分の信念（信条） 満足していない-満足 3.57 0.94
Q7 友人との付き合い 満足していない-満足 3.43 0.98
Q8 家族や親類との付き合い 満足していない-満足 3.51 1.00
Q9 近所・地域とのつながり 満足していない-満足 3.10 0.91
Q10 生活の便利さ 満足していない-満足 3.88 0.87
Q11 生活情報の得やすさ 満足していない-満足 3.82 0.81
Q12 福祉サービスの内容 満足していない-満足 3.32 0.80
Q13 地域の安全性 満足していない-満足 3.59 0.91
Q14 地域の環境衛生 満足していない-満足 3.57 0.92
Q15 地域の自然環境 満足していない-満足 3.42 1.02















健康関連 QOL の満足度（表-5）は，15 の個別の観測変数





これらの観測変数群を用いて SEM モデルを構築した。 
3.3 緑と健康関連 QOL に関する SEM モデルの構築 
3.3.1 モデル構築の考え方 
 SEM モデルの構築において，親水行動に関する研究 8)を参














2 を「利用活動のし易さ」，因子 3 を「土地空間のゆとり」
とした。 
利用行動によって認知された影響では 3 因子を得た(表-7)。










P2) 行動 P3) 機能発現 P4) 効果
凡例： フェーズ 観測変数 観測変数との関係  
図-2 モデル構築における仮説 









Table 6 Results of factor analysis for the evaluation of green 





















Table 7 Results of factor analysis for the perceived effects of 

















表-8 健康関連 QOL の満足度に関する因子分析結果 
Table 8 Results of factor analysis for the level of satisfaction 




























の提唱する植物・園芸のもたらす QOL の 3 要素や,百貨店の
屋上緑地における効果検証の既往研究の結果とも同様であっ
たことから 15)，本モデルの再現性は高いと考えられた。 
健康関連 QOL では，指標の開発者である中島ら 13)の研究











CFI，RMSEA によって検討した 1,16)。それらは GFI=0.90，
AGFI=0.88，CFI=0.92，RMSEA=0.061 となった。GFI，
AGFI，CFI は 0.9 以上 1.0 以下で当てはまりが良く，RMSEA






価（表-3 の E11）とでは相関係数 0.75 と強い相関，利用行
動と利用行動総合評価（表-4 の B8）では同 0.66 と中程度の
相関，健康関連 QOL と健康関連 QOL 総合評価（表-5 の Q16）
では同 0.78 と強い相関が見られた。 
以上のことから本モデルが観測データに適合することが示
唆された。 
3.4 緑・利用行動・健康関連 QOL の関係性についての分析 
健康関連 QOL と地区環境・利用行動の関係を見ると（図
-3），R2=0.20 であることから緑とその利用行動によって健























図-3 緑・利用行動・健康関連 QOL の関係性についての構造モデル 
Fig. 3 Structural model showing the relationships between greenery, green 

































































































































































E2 樹木の量 0.83 -
E6 共用緑地 0.83 -
E4 草花の量 0.80 -
E7 地域活動 0.78 -
E3 高木の量 0.75 -
E9 開放的眺望・空間 0.75 -
E5 自然な緑や水辺の量 0.70 -
E8 アクセス 0.64 -
E10 建物密度 0.44 -
B3 自然との触れ合い 0.48 0.77
B5 新たな発見や気づき 0.46 0.74
B4 体を動かせ健康に良い 0.44 0.71
B2 景色が良い 0.44 0.70
B1 心が安らぐ 0.41 0.66
B7 緑育成楽しみ・喜び 0.36 0.57




























Table 9 Degree of correlation between 
observed variables and regional 
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